鎌倉市自治基本条例策定市民会議第１４回全体会　会議の概要
	日　　時　　　　　　　平成１８年１１月３０日（木）午後６時３０分　～　９時００分

	場　　所　　　　　　　鎌倉市役所　第三分庁舎　講堂

	出 席 者（敬称略）
市民会議会員出席者４７名及び事務局（経営企画課１０人）、
全体会議事進行担当　：　議長　橋爪幸臣、　副議長　郡司春乃、　補佐　春日桂太郎
策定作業部会議事進行担当　：　幸道和宏

	会 議 の 概 要

○　第１部　全体会

　前回同様、正副議長等を承認し、議事録、配布資料の確認を行い、議事に入った。

１　「代表に伴う諸問題について」の公表について（資料１）
　1-1　宅見氏より公表に至るまでの経過について、および資料の内容について、次のとおり説明
　・　原文のままの公表である。

　・　具体的な協議内容は、代表の役割、運営委員会と代表との関係について等である。

　・　あくまでも協議の過程における資料として公表した。
　1-2　橋爪氏より補足説明

　・　代表がいない間、代表の役割を運営委員会が代行していたが、代表選出に伴い運営委員会との役割を整理する必要から作成したが、白紙撤回とした。

　1-3　その他
　・　公表されたことは大変良かった。情報を共有化するという意味・方向性が示され高く評価したい。
２　全体会への意見書の取り扱いについて
　・　意見書については全体会の３日前までに提出して欲しい。
　・　事前提出は決して検閲ということではなく、議題とするか配布とするか等といった、全体会での取り扱いの交通整理をするためである。
　・　木上氏提出の意見書については、12月6日の運営委員会で検討を行い取り扱いを決める。
　・　書面の提出は署名をもって行うこととする。
３　各種会議への傍聴の対応について
　・　全体会、運営委員会、班討議、班長会の各種会議については、市民に対し公開とする。
　・　公開は事前の申し込み制とし、先着順で決定する。なお、傍聴者には発言権はないものとする。

４　策定支援部会下部組織の広報班の立ち上げについて
　・　本日発表を予定していた編集委員の選出が12月3日に延期されたため、次回の全体会（12月11日）の発表としたい。

○　第2部　策定作業部会

１　ミニ学習会　「市民と議会・市長（行政）との関係を考えるその２」（講師　小泉親昂氏）
　（冒頭、幸道氏から班長会での協議によりイントロにかえて学習会を行う旨の説明）
　・　レジュメに沿って、議会の運営や、議会・市長の権限、議会での審議の流れ、陳情・請願の扱いについて説明
　Ｑ　以前陳情を出したが委員会全員の賛成が得られず継続審議となってしまったが？
　Ａ（児島氏）委員会に付託後、意見書に関するものは全会一致、それ以外は多数決を経て本会議へという流れになっている。
　Ｑ　会派に属さないと委員になれないなどの扱いは何で決まっているのか？

Ａ　運営上の問題や、議会先例の踏襲によるものと思われる。
２　班討議　検討テーマ２「市民と行政(市長)と議会(議員)の関係、役割、責務」
　ミニ学集会を踏まえ、検討テーマについて班ごとに別室に分かれ、班討議を終えて各個に散会した。

	特 記 事 項

１　次回の鎌倉市自治基本条例策定市民会議の予定

平成１８年１２月１１日（月）午後６時３０分～８時３０分　鎌倉市役所　第三分庁舎　講堂


